2021年11月9日　「美容について」　東京デトックス　川東　桃子　氏

　本日はこのような機会を与えていただきありがとうございました。
私は今年の1月末から高知に移住し、現在、南金田でエステサロンを経営、エステティシャンとして勤めております。高知での生活が始まって、約9か月、こんなにも早く人前で話をさせていただける機会がくるとは思っていませんでした。ましてや、高知の大先輩の前で話をさせていただくことで柄にもなく、少々緊張しております。
　今回はコロナ禍でのエステティックの有り方についてお話させていただければと思います。
その前に簡単ですが、自己紹介をさせていただきます。
川東桃子と申します、「川」に「東」と書いて、「かわひがし」と呼ばれますが、「かわとう」と読みます。阪神に「川」に「藤」とかいて「かわとう」選手がおいでますが、「藤」ではなく、「東」です。ぜひ覚えていただければと思います。
出身は、宮崎県の北の方にある日向市です。高校は10年前にスポーツ強豪校の「日章学園」を留年せず、3年で無事に卒業しております。
高校卒業後、大阪の美容専門学校でトータルビューティ、主にエステティックとサロンワークについて学び、タカノユリビューティクリニックに入社しました。現場経験を経て、人事部に移動し、新卒、中途などを中心に採用を担当していました。
その後、ウェブマーケティングを学ぶために、東京恵比寿のベンチャー企業に転職し、美容系ウェブメディアの編集長に就任し、エステだけでなく、美容の様々なジャンルのマーケットについて、メディアを通して学びました。
エステサロンの開業構想から4年、今年(2021年)1月に高知にIターン移住し、2021年6月26日にリラクゼーションエステサロン東京デトックスをオープンしました。
そして、現在オーナー兼エステティシャンとして活動中です。
ちなみに今回この機会をくださったピュアホームの片岡由紀夫さんにはオープンまでの内装工事で大変お世話になりました。内装は、女性だけでなく、男性も通いやすい空間にしたくて、ユニセックスのゴージャスすぎず、カジュアルすぎないおしゃれな空間です。
　今回のテーマ「コロナ禍におけるエステティックの有り方」ですが、その前に、皆様はエステと聞いて、どのようなサービスを想像されるでしょうか。
　肌をきれいにしてくれるところ
　マッサージでやせさせてくれるところ
　お金持ちが行くところ
　女性が行くところ
　きれいになりたい人がいくところ
よく言われるのが、上記ですが、どちらも正しいと私は思います。
まず、エステティックの定義は、「エステティックとは主に手技または化粧品、機器等を用いて、人の皮膚を美化し、体型を整える等の指導または施術を行うこと」(エステティック連合)
では、きれいとは、美化とは、定義に引き続き、本質については「エステティシャンは医学の心そのままにお客様それぞれの感性が充足する美しさを最大限に引き出し、健康を保つ職業」です。お客様が望む美を尊重し、寛ぎと満足を提供することを果たす繊細な職業です」
私はこの本質がとても重要だと思い、それを心得てエステサロンの経営をしています。
コロナ禍におけるエステティックですが、2020年初めから流行し始めたコロナウイルス、
昨年は全国的に厳しい外出制限が強いられ、飲食店を中心に各種サービス業は大打撃を受けました。もちろんエステ業界も同様です。
しかし、昨年末には右肩上がりの売り上げがあるサロンがあり、このコロナ禍でそんな接客業があるのかと驚きました。
実際に様々なエステサロンの情報を調べると今までと違う目的でエステサロンに通う人が増えたとわかりました。
マスク荒れ、コロナ太り、体を労わるためのストレス解消など、コロナをきっかけにエステに通うひとが増えたからです。
さらに女性だけでなく、男性のお客様も増えています。
当店は女性だけでなく、男性の来店も多く、その割合は5対5、6対4の時もあります。
そんな方々に理由をお聞きすると、以前から肌をきれいにしようと思っていたが、コロナになって、余計に肌荒れが気になり、会食や飲み会が減った分、今のうちに身だしなみを整えようと来店されたようです。また、外出が気軽にできないため、ストレス解消が目的の方、今までのお金の使い方を見直し、もっと自分自身を労わることにお金が使うなどが理由です。
ただきれいになりたいと思う人だけでなく、ストレスのない心身で健やかになり、日常を過ごしたいと思っているお客様に様々なメニューを研究し、考案しました。
首、肩の凝り、眼精疲労、睡眠の質が悪い、体が冷える、肌荒れ、にきびあと、顔、体のたるみ、など、これらの悩みは身体的に健やかとは言い難く、放置すると、過度にストレスがたまり、自律神経のバランスが乱れ、体の不調が起こります。ここからさらに体調を崩し、悪循環が止まりません。
多くの方は、エステはたまにするご褒美だと思われていますが、ご褒美だけでなく、定期的に行うボディメンテナンスにはもってこいのサービスです。
なぜなら、きれいになるだけでなく、リラクゼーションの効果が高く、温かい人の手に触れるととても癒しの効果があり、心身ともに健やかに美しくなります。
当店はオープンして、5か月ですが、2人に1人の方が再来店してくれています。このコロナ禍、閑散期にも入りましたが、新規のお客様が増えている中でリピート率もしっかり増加しています。それはなぜか。
エステティックの本質を心得、サービスを提供しているからではないでしょうか。
コロナがきっかけで、体の不調が乱れる人が増えているような気がします。だからこそ、エステティックを通して、お客様の望みを尊重し、心の寛ぎと満足を提供できるサービスを努めております。
私の最終的な目標はエステティシャンという仕事を国家資格にすることです。海外では、エステティシャンが国家資格扱いになっている国もあります。エステティックは医療の一役が担える仕事だと私は思っています。コロナ禍で逼迫している医療を手助けできることがあると考えています。
外見的美だけの追求ではなく、心を癒し、内面からそれぞれの美しさを引き出せるようなエステティシャンをふやし、業界イメージを払拭していきたいと思っています。
そして、高知にはすごいエステサロンの本店があるらしいと言ってもらえるようなサロンに成長していきたいと思います。
　
